
 

  

AOJ 3.0 チュートリアル 

 

 
 

UNIVERSITY OF AIZU 
      

       

2024 年 12 月 2 日 

https://onlinejudge.u-aizu.ac.jp/beta/ice/ 
 



AOJ 3.0 Tutorial 

University of Aizu 

1 

目次 

はじめに ....................................................................................................................................................... 2 

アカウント登録・ログイン .......................................................................................................................... 3 

基本操作 ....................................................................................................................................................... 4 

設定 .............................................................................................................................................................. 5 

問題を選択する ............................................................................................................................................ 6 

コードを書く ................................................................................................................................................ 9 

テストする.................................................................................................................................................. 10 

AOJ へ提出する ......................................................................................................................................... 13 

レビュー機能 .............................................................................................................................................. 15 

解説を閲覧する .......................................................................................................................................... 19 

過去の提出履歴を閲覧する ........................................................................................................................ 21 

模範解答を閲覧する ................................................................................................................................... 22 

ブックマーク .............................................................................................................................................. 24 

前の問題・次の問題 ................................................................................................................................... 25 

問題を検索.................................................................................................................................................. 26 

ダッシュボード .......................................................................................................................................... 27 

他ユーザーのダッシュボードを表示 ......................................................................................................... 30 

フリースペース .......................................................................................................................................... 31 

ショートカットキー ................................................................................................................................... 32 

お問い合わせ .............................................................................................................................................. 32 

 

  



AOJ 3.0 Tutorial 

University of Aizu 

2 

はじめに 

このチュートリアルでは、AOJ 3.0 の使い方を解説します。今後のリリースへ向けてユーザインタフ

ェースや機能が変更される可能性がありますので、あらかじめご了承ください。 

AOJ 3.0 はオンラインコーディングエディタとして実装されています。AOJ 3.0 を通して、以下の作

業を画面ひとつで行うことができます。 

 

● 問題の検索 

● 問題文の閲覧 

● コーディング 

● サンプル入出力や指定された入出力を用いた動作確認 

● プログラムの提出と判定結果確認 

● 学習の進捗を確認 

● その他 
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アカウント登録・ログイン 

以下の URLから AOJ 3.0にアクセスしてみましょう。AOJ 3.0の全ての機能を使用するには AOJの

アカウントでシステムにログインする必要があります。 

 

https://onlinejudge.u-aizu.ac.jp/beta/ice/ 

 

 

 

 

 

  

サイトにアクセスした後、 

 

1. 左上のメニューから「ユーザー」→「ログイン」

を選択してください。 

 

2. ポップアップが表示されるので、 

 

① アカウントをお持ちでない方は「アカウント新

規作成」から AOJのアカウントを作成してく

ださい。 

② アカウントをお持ちの方は、ご自分のユーザー

IDとパスワードを入力し、ログインしてくだ

さい。 

 

https://onlinejudge.u-aizu.ac.jp/beta/ice/
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基本操作 

画面中央にあるバーをクリックしながら左右に移動させることで、パネルの幅を変更できます。また

テキストエディタ下部のバーをクリックしながら上下に移動させると、エディタの高さを変更できま

す。 

 

エディタ下部のメニューから拡大・縮小ボタンをクリックすると、エディタのフォントサイズを変更

できます。 
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設定  

「ユーザー」→「設定」からサイトの設定を変更できます。 

 

 
 

 

設定画面ではショートカットキーの変更とダークモードへの切り替えが可能です。 
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問題を選択する 

問題を検索して、問題文を開いてみましょう。 

 

1. 「問題集」→「コース」・「チャレンジ」・「ブックマーク」・「アリーナ」いずれかをクリッ

クすると、問題検索パネルが開きます。 

 

 
 

2. 「コース」を選んでみましょう。各コースはカードで表されています。各カードに表示されてい

るプログレスバーは、そのコースの進捗状況を表します。 
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3. 続いて「プログラミング入門」を開いてみましょう。コースは複数のトピックから構成されてい

ます。ヒートマップや各トピックのプログレスバーから進捗を確認できます。 

 

 
 

4. ヒートマップ上のセル「ITP1_1_B」または、「ITP1_1 入門」→「X Cubic」 を開いてみまし

ょう。 
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5. 左側のパネルに問題文が表示されます。右側のパネルにはテキストエディタが表示され、下部の

コンソールには選択した問題のサンプルケースが自動的に入力されます。 
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コードを書く 

テキストエディタでコードを書いてみましょう。 

 

赤い枠で示した部分にプログラムのコードを書きます。または、エディタ下部のメニューからアップ

ロードボタンでエクスプローラーを開き、ローカルファイルシステムからソースコードを読み込むこ

ともできます。加えて、ダウンロードボタンから、エディタ上のソースコードをローカルファイルシ

ステムへ保存することができます。 
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テストする 

コーディングが終わったら、テスト機能でコードが正しく動作するか確認しましょう。テストはサン

プル入出力を用いた動作確認を行うための、簡易的なチェック機能です。 

 

 
 

1. 「入力」エリアと「想定出力」エリアにそれぞれ、プログラムが読み込む入力値、期待するプロ

グラムの出力値を設定します（あらかじめサンプル入出力が設定されています）。 

2. 「試す」をクリックすると、ここで設定された入力値・出力値とともにプログラムが送信されま

す。結果が返ってくるまでは、時間がかかる場合があります。 

3. コンパイルと実行が成功すれば、「出力」エリアに、プログラムの出力が表示されます。コンパ

イルや実行に失敗すると、エラーメッセージが表示されます。 
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エディター下部のメニューからフリースペースモードを選択すると「想定出力」エリアが非表示にな

り、「出力」エリアに、プログラムの出力のみ表示されます。ジャッジステータスは表示されませ

ん。回答プログラムの出力のみ確認したい場合は、フリースペースモードをご利用ください。 
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ジャッジは、以下のいずれかのステータスを返します。 

 

正解 (Accepted) 

不正解 (Wrong Answer) 

 ・ジャッジデータが想定した出力とは異なる出力が行われた 

表示形式に誤り (Presentation Error)  

・余計な空白や改行がある、あるいは必要な空白や改行がない 

コンパイルエラー (Compile Error) 

・提出されたプログラムのコンパイルに失敗した 

時間制限超過 (Time Limit Exceeded) 

・問題で指定された制限時間内にプログラムが終了しなかった 

メモリ制限超過 (Memory Limit Exceeded) 

・問題で指定された以上のメモリを使用した 

実行時エラー (Runtime Error) 

・提出されたプログラムの実行中にエラーが発生した 

  

AC 

TLE 

PE 

CE 

RE 

MLE 

WA 
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AOJへ提出する 

テストで正しい結果が得られたら AOJに提出しましょう。 

 

 
 

 

 

「提出」ボタンからコードを提出します。提出されたプログラムは、ジャッジデータによって厳格に

採点されます。提出結果はサイト上部に通知されます。 

 

 
 

 

 



AOJ 3.0 Tutorial 

University of Aizu 

14 

ステータスを詳しく確認したい場合は、メニューの「ジャッジの詳細」アイコンをクリックします。

テストケースごとの詳しいジャッジの結果を確認することができます。 

 

 
 

画面右端の「貼り付け」ボタンをクリックすると、エディタ下部の「入力」エリアと「想定出力」エ

リアにそれぞれ選択したテストケースの「入力」・「出力」が貼り付けられます。 
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レビュー機能 

エディタ下部のメニューや提出履歴画面に表示されているレビューボタンをクリックすると、レビュ

ーリクエスト画面が表示されます。 

 

 
 

 
 

 

  

 

 



AOJ 3.0 Tutorial 

University of Aizu 

16 

レビュー機能を使用することで、レビュアーからプログラムに含まれるバグや改善点に関するフィー

ドバックを得ることができます。 

一覧からリクエストしたい項目を選択すると、内容に応じたレビューを受け取ることができます。 

 

 

 
  



AOJ 3.0 Tutorial 

University of Aizu 

17 

レビュー内容を確認する場合は、メニューの「レビュー」アイコンをクリックします。 

「オープンエントリー」には、現在レビューを受け付けているレビューエントリーが表示されます。 

「クローズエントリー」にはすでにレビュー受付を終了したレビューエントリーが表示されます。 
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レビューエントリーから投稿されたレビューを選択すると、レビュー内容が表示されます。ユーザー

は投稿されたレビューに対して 5段階評価を行うことができます。「エントリーをクローズ」をクリ

ックするとレビューエントリーはクローズされ、これ以上レビューを受け取らなくなります。 

 

 
 

メニューの「レビュー投稿」アイコンをクリックすると、他のユーザーのレビューエントリーに対し

て、レビューを投稿することができます。 
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解説を閲覧する 

解答プログラムの書き方が分からない場合や、模範解答を知りたい場合は解説を参考にしましょう。

メニューの「解説（前）」と「解説（後）」から、解説を表示できます。 

 

「解説（前）」では、主に問題文を読む前に役立つ、文法や方針の説明を閲覧することができます。 
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「解説（後）」では、解答後に役立つ、模範解答や詳しい説明を閲覧することができます。 

 

 
 

解説には、「言語解説」や「一般解説」などの種類があります。言語解説では、指定したプログラミ

ング言語の文法に関する解説を閲覧することができます。一般解説では、想定するアルゴリズムやヒ

ントを閲覧することができます。（※解説がサポートされていない問題もあります。予めご了承くだ

さい） 
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過去の提出履歴を閲覧する 

過去に提出したソースコードを確認できます。メニューの「提出履歴」アイコンをクリックすると、

選択中の問題に対する過去の提出履歴を表示することができます。 

 

 
 

リストから特定の提出履歴をクリックすると、そのコードを閲覧することができます。 

  

 



AOJ 3.0 Tutorial 

University of Aizu 

22 

模範解答を閲覧する 

他のユーザーが解答したコードを閲覧することができます。メニューの「模範解答」アイコンをクリ

ックすると、選択中の問題に対する模範解答を表示することができます。 
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解答は各ユーザーのレーティングをもとに降順に表示されます。提出履歴と同様に、リストから模範

解答をクリックすると、そのコードを閲覧することができます。「Diff」ボタンをクリックするとご

自身のコードと模範解答のコードを比較することができます。 
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ブックマーク 

ヘッダーにある「ブックマーク」ボタンをクリックすることで、現在の問題を保存できます。 

 

 
 

 

ブックマークした問題は検索パネルから確認できます。 
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前の問題・次の問題 

サイドメニューにある「前の問題」「次の問題」ボタンをクリックすると、各コースの前の問題・次

の問題が表示されます。 
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問題を検索 

問題検索フォームに問題 ID を入力すると、その問題を開くことができます。問題 IDとはヘッダーに

表示されている、各問題に割り当てられている IDを指します。 
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ダッシュボード 

「ユーザー」→「ダッシュボード」をクリックすると、ユーザーの各ステータスがまとめられたダッ

シュボードを閲覧できます。 

 
 

ダッシュボードには「ユーザー名」「提出数」「レーティング」などの基本的な情報が表示されます。

加えて「直近 1 年の AC ヒートマップ」「毎週のレーティング」「言語別解答数」「問題別レーティ

ング」「AOJ各コースの進捗ヒートマップ」等、より複雑な情報を閲覧できます。 
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検索フォームに他ユーザーの ID を入力すると、そのユーザーと比較したステータスが確認できます。 
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他ユーザーのダッシュボードを表示 

他のユーザーのダッシュボードを表示するためには、Webブラウザの URLから、 

「https://onlinejudge.u-aizu.ac.jp/beta/ice?userId=ユーザーID」 のように指定することでダッシュ

ボードを表示できます。例えばユーザーIDが aizutaroの場合、 

「https://onlinejudge.u-aizu.ac.jp/beta/ice?userId=aizutaro」と指定します。 

指定した URLにアクセスすると、他のユーザーのダッシュボードが表示されます。 

加えて、ユーザーID aizutaroのコース ITP1のヒートマップを表示したい場合、 

「https://onlinejudge.u-aizu.ac.jp/beta/ice?userId=aizutaro&courseName=ITP1」と指定します。 

指定した URLにアクセスすると、ユーザーID aizutaroの ITP1に関するヒートマップが表示されま

す。 

 

 

  

https://onlinejudge.u-aizu.ac.jp/beta/ice?userId=
https://onlinejudge.u-aizu.ac.jp/beta/ice?userId=aizutaro
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フリースペース 

「リンク集」→「フリースペース」をクリックすると、フリースペース画面が表示されます。 

 

 
 

 

この画面では問題に依存しない自由なプログラムのテストが可能です。 

※プログラムデータサイズや入力データサイズに制限があります。 
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ショートカットキー 

AOJ 3.0では以下のショートカットキーをサポートしています。 

 

・Alt+Shift+X: 試す（デフォルト） 

・Alt+X: 提出（デフォルト） 

 

お問い合わせ 

本システムは現在開発中です。バグのご報告や、ご提案・ご要望は uoaojs@gmail.comまたは

yutaka@u-aizu.ac.jpまでご連絡ください。 


